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伊藤忠商事や三菱ガス化学など、燃料ＤＭＥの生産・出荷体制を確立し初出荷 

 

燃料ＤＭＥ製造、生産体制を確立、年８万トン体制で１月にも初出荷 

2008/12/19, , 化学工業日報, 2 ページ, 有, 806 文字 

燃料ＤＭＥ製造（ＦＤＭＥ、石和田彰社長）は１８日、三菱ガス化学・新潟工場で完工・試運転に入っていたジメチ

ルエーテル（ＤＭＥ）普及促進プラントが生産体制を整えたと発表した。経済産業省の補助金を受け建設を進めて

いる燃料ＤＭＥの第１号利用者のボイラー設備が完成し設備使用許可が得られ次第、１月にも初出荷する公算。 

 同社は三菱ガス化学２９・１５％、伊藤忠商事１３・２５％、石油資源開発１２％、太陽石油１０％、トタルＤＭＥジ

ャパン１０％、豊田通商１０％、日揮５・３％、三菱重工業５・３％、三菱化学５％によって０７年４月に設立された。

今年６月には三菱ガス化学・新潟工場で年産８万トンのＤＭＥ普及促進プラントが完工、試運転に入っていた。こ

のほど試運転を終えるとともに、今月には出荷用ローリー車両２台を確保、生産・出荷体制が整った。 

 ＤＭＥはＬＰＧに類似し、輸送・貯蔵が容易なことから中国ではＬＰＧの補完として商業化が始まっている。酸素

含有率が３５％のためディーゼル燃料補完としても排ガス中にスス（ＰＭ）が発生しないほか、硫黄分・窒素・芳香

族などを含まず効率的利用でＣＯ２削減も可能。また天然ガスや石炭など世界中に分散する豊富な燃料ソース

からメタノールを経由して容易に製造できるメリットを持つ。最近では水素を簡単かつ多量に抽出できるため燃料

電池のエネルギー源としても注目を集めている。 

 ただ国内では燃料目的としての大型製造プラントがなく、実績もないため市場は未成熟だった。普及について

は政府も重要案件としてエネルギー基本計画に記載、製造技術や利用技術の開発などさまざまな支援を実施し

ている。 

 今回の第１号利用者の一正蒲鉾も、今年度のＤＭＥ燃料利用設備導入促進補助事業に応募、８月に交付が決

定していたもので、経産省の補助金を受けて現在ボイラー設備の建設を進めている。完成し当局の設備使用許

可が得られ次第、年明けにも初出荷となる。 

三菱ガス化学など新燃料来月出荷 

2008/12/19, , ＦｕｊｉＳａｎｋｅｉ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ｉ．, 6 ページ,  , 293 文字 

三菱ガス化学や伊藤忠商事、太陽石油、石油資源開発など９社が出資する燃料ＤＭＥ製造（ＦＤＭＥ、新潟市中

央区）は１８日、新燃料として注目されているＤＭＥ（ジメチルエーテル）の出荷を、２００９年１月から開始すると発

表した。 

 ＤＭＥは現在、主に塗料や殺虫剤、化粧品などのスプレー噴射剤として使用されている。天然ガスや石炭、バイ

オマスから簡単に製造でき、物性がＬＰガスに似て取り扱いが簡単なため、ＬＰガスやディーゼル燃料などを補完

する役割を果たす。また、重油や石炭に比べ二酸化炭素（ＣＯ２）の発生量を抑制できるため、ボイラーや発電な

どにも幅広く利用できる。ＤＭＥプラントの年産能力は８万トン。 

ＦＤＭＥが生産・出荷体制を確立 試運転完了、１月にも初出荷 

2008/12/19, , 電気新聞, 3 ページ, , 424 文字 

三菱ガス化学、伊藤忠商事、石油資源開発などが出資する燃料ＤＭＥ製造（ＦＤＭＥ、新潟市、石和田彰社長）は

１８日、今年６月に新潟市内に完成した年産８万トンのジメチルエーテル（ＤＭＥ）普及促進プラントの生産・出荷

体制を確立したと発表した。このほど試運転を完了するとともに、出荷用の１１トン積みローリー車両２台を確保し

た。０９年１月にも初出荷する。ＤＭＥは、物性がＬＰＧ（液化石油ガス）に似ており、取り扱いが容易なことから、Ｌ

ＰＧ、ディーゼル燃料などを代替・補完する燃料として実用化への期待が高まっている。重油や石炭に比べると、

二酸化炭素の発生量を削減することができ、すすや硫黄酸化物（ＳＯｘ）を発生しないのも特長。 

 ＦＤＭＥには化学メーカー、石油会社、商社、機械メーカーから９社が資本参加し、メタノール脱水法によるＤＭＥ

の普及促進プラントを建設した。製造したＤＭＥをボイラー、工業炉、発電機、自動車、化学原料など各分野に供

給しながら普及活動を進める。 
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燃料ＤＭＥ０９年１月にローリーで初出荷 ＳＫ、太陽など参加、生産・出荷体制整備 

2008/12/19, , 石油通信, , , 811 文字 

石油資源開発、太陽石油など９社が出資する燃料ＤＭＥ製造（ＦＤＭＥ）は１８日、新潟市のＤＭＥ普及促進プラ

ント８万トン／年の試運転を終了し、０９年１月からにも初出荷する運びとなったと発表した。 

ＦＤＭＥは、１９年４月に９社で設立、ジメチルエーテルの製造設備を建設していたが、６月に８万トンのＤＭＥ普及

促進プラントが完工、試運転を終了し、１２月に出荷用ローリー車両２台（１１トン積みバルクローリー２台）を確保

し生産・出荷体制を整えてきた。 

経済産業省の補助金を受けて建設を進めている燃料ＤＭＥの第１号利用者のボイラー設備が完成し、設備使用

許可が得られ次第、０９年１月にも初出荷する運びとなったもの。 

ＦＤＭＥでは、普及促進プラントで製造されるＤＭＥをボイラー、工業炉、発電機（含む燃料電池）、自動車（ディー

ゼル燃料代替）、化学品原料等の各分野に供給しながら普及促進活動を進め３Ｅの観点から、将来日本にとって

必要不可欠な燃料として利用されるよう取り組むことにしている。 

ＤＭＥはＬＰガスやディーゼル燃料などを代替・補完する２１世紀の新燃料として注目され、（１）取り扱いが容易＝

ＬＰガスに似た物性、（２）クリーン燃料＝重油や石炭に比べＣＯ２の発生を削減できる。ススやＳＯＸを発生しない、

（３）原料の多様性、持続可能性＝天然ガスや石炭、バイオマス等から容易に製造できる、（４）用途の多様性＝Ｌ

Ｐガス、ディーゼル燃料、重油、灯油などの代替・補完燃料として、ボイラー、工業炉、自動車、発電などに広く利

用でき、石油化学原料としての利用も期待されている。 

また、今回導入したローリーは燃料ＤＭＥ専用に製造された車両で、新潟の普及促進プラントから需要家サイト

への輸送に使用。需要家の様々な受け入れ条件に対応できる設計で、１台は液中ポンプ、もう１台はコンプレッ

サーを搭載している。積載量はともに約１１トンで、ＤＭＥの転送業務はニヤクコーポレーションが行う。 


